
クメール遺跡群近くの町・シェムリアップの夜とい
えばナイトマーケットです。数多くのお土産物屋さ
んが軒を連ねており、お買い物をしなくてもそこを
歩いているだけで楽しい気分になれるスポットです。
現地のお店の人と値段交渉をしながら買い物を楽し
むのもナイトマーケットの楽しみ方です。
　　　　　 　＊在日本国カンボジア王国観光省（政府観光局）　　　　　 　＊在日本国カンボジア王国観光省（政府観光局）
　　　　　　　　　　http://cambodiatourism.or.jp より引用

道が真っ直ぐ奥に立つ寺院へ
と伸びた印象的な場所。雨期
になると精密に整えられた道
の両脇には池が出現します。

象のテラス北側にある高さ約6ｍのテラスで、
壁面にはナーガや神々の彫刻が施される。
テラスは二重で、内側にも神々などが彫られ
ており、上部テラスにはライ王像のレプリカ
(本物はプノンペン博物館)が残る。
　　　　　　　＊カンボジアクローママガジン　http://krorma.com より引用

12世紀後半、ジャヤーヴァルマン7世により建設されたといわれる、アンコール・
ワット寺院の北に位置する城砦都市遺跡。南大門、北大門、西大門、死者の門、勝
利の門があり、門と堀を結ぶ欄干ではナーガを引っ張る神々の像が見られます。

「ニャック・ポアン」は「絡み合う蛇」と言う意味で、
12世紀の後半に、ジャヤヴァルマン七世が建立した仏
教寺院。 2 匹のナーガ（蛇）が基壇を取り巻き、祠堂
が池の中央にある。中央の池は、病を癒す不思議な水
をたたえる伝説の湖「アナヴァタープタ」を模したと
いわれており、四方にある祠のような場所に水が流れ
出す仕掛けになっている。出す仕掛けになっている。
　　　　　　　　　　　　　＊アンコールワット遺跡群ガイド
　　　　　　　　　　　　　　http://www.angkorwat.jp を参考に


